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ページ 

●製作可能　▲打ち合せを要す　×製作不可又は不要 
※ステンレス仕様（JAS形：呼び能力25～100kN）も品揃えしておりますので、別途お問合せ下さい。 
※ハイリード仕様（JAH形及びJBH形：呼び能力25～200kN）は、E-78～E-94ページをご覧下さい。 
※JA002及びJTA002の減速部は、オイルバスです。 
※JA005・010、JB005・010、JTA005・010及びJTB005・010用のカウンタスイッチは、W形です。 
※JA002及びJTA002のギヤモータ付、ギヤボックス付、カウンタスイッチ付、エンコーダ付、電子カウンター付及びトラニオンブラケッ
トは、製作不可です。 

標
準
形 

JA
標
準
形 

JA
標
準
形 

JB

機 種  

ね じ の 種 類  

呼 び 能 力 （ k N ）  

型 番  

ね じ 軸 方 向  

入 力 軸 配 置  

減 速 比  

ね じ 軸 端 形 状  

ジ ャ バ ラ 付  

スクリュの回り止め付 

モ ー タ 付  

ギ ヤ モ ー タ 付  

油 圧 モ ー タ 付  

ギ ヤ ボ ッ ク ス 付  

カ ウ ンタスイッチ付  

カ ム ス イ ッ チ 付  

エ ン コ ー ダ 付  

電 子 カ ウ ン タ 付  

トラニオンブラケット 

ト ラ ニオンピン金具  

減 速 部  

ス ク リ ュ 部  

セ ル フ ロ ッ ク  

効 率  

使 用 頻 度  

JA 

台形 

2～10 

002～010 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

C.S.F 

● 

● 

● 

● 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

● 

× 

グリース 

グリース 

可 

低 

小 

JA 

台形 

25～1250 

025～1250 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

C.S.F 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

オイルバス 

グリース 

可 

低 

小 

JB 

ボール 

 

 

25～1250 

025～1250 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

C.S.F 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

オイルバス 

グリース 

不可 

高 

大 

 

 

5＆10 

005＆010 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

C.S.F 

● 

● 

● 

● 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

● 

● 

グリース 

グリース 

不可 

高 

大 

12～27 28～42
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用途に合った機種をお選びください。
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●製作可能　▲打ち合せを要す　×製作不可又は不要 

ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
ナ
ッ
ト
形 

JTA
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
ナ
ッ
ト
形 

JTB
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
ナ
ッ
ト
形 

JTB NX・BX
ベ
ベ
ル
ジ
ャ
ッ
キ 

機 種

ね じ の 種 類  

呼 び 能 力 （ k N ）  

型 番

ね じ 軸 方 向  

入 力 軸 配 置  

減 速 比

ね じ 軸 端 形 状  

ジ ャ バ ラ 付  

スクリュの回り止め付 

モ ー タ 付  

ギ ヤ モ ー タ 付  

油 圧 モ ー タ 付  

ギ ヤ ボ ッ ク ス 付  

カ ウ ンタスイッチ付  

カ ム ス イ ッ チ 付  

エ ン コ ー ダ 付  

電 子 カ ウ ン タ 付  

トラニオンブラケット 

ト ラ ニオンピン金具  

減 速 部

ス ク リ ュ 部  

セ ル フ ロ ッ ク  

効 率

使 用 頻 度  

JTA 

台形 

25～1250 

025～1250 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

（P） 

▲ 

× 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

オイルバス 

グリース 

可 

低 

小 

JTB 

ボール 

5＆10 

005＆010 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

P 

▲ 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

● 

● 

グリース 

グリース 

不可 

高 

大 

JTB 

ボール 

25～200 

025～200 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

（P） 

▲ 

× 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

オイルバス 

グリース 

不可 

高 

大 

NX・BX 

台形＆ボール 

20＆50 

19＆25 

U 

A.B.C.D 

2.5or2 

C.S.F 

● 

▲ 

▲ 

▲ 

× 

× 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

× 

× 

グリース 

グリース 

可・不可 

中・高 

小・大 

ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
ナ
ッ
ト
形 

JTA

JTA 

台形 

2～10 

002～010 

U＆D 

A.B.C 

H＆L 

P 

▲ 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

× 

● 

● 

● 

× 

グリース 

グリース 

可 

低 

小 

47～54 55～63 90～92
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▼

機

種
▼

型

番
▼

ね

じ

軸

方

向
▼

軸

配

置
▼

減

速

比
▼

ス

ト

ロ

ー

ク
▼

ね
じ
軸
端
形
状
▼

ジ

ャ

バ

ラ
▼

回

り

止

め

付
▼

ギ
ヤ
ー
ド
モ
ー
タ

モ

ー

タ
▼

ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
▼

位
置
制
御
機
器
▼

取

付

金

具

特

殊

仕

様

JA 025 U C1 H 100 C J K MO2 G L12 A1 T
● ●
JA
JTA
JB
JTB
JAS
JAH
JBH

002
005
010
025
050
075
100
150
200
250
300
400
500
750
1000
1250

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

T 特殊仕様

A1
A2

トラニオンブラケット
トラニオンブラケット/トラニオンピン

L12、14
W12、14
L12E
W12E、14E
C12
C12P
E01

カウンタスイッチ
カウンタスイッチ
カウンタスイッチ（エンコーダ付）
カウンタスイッチ（エンコーダ付）
カムスイッチ
カムスイッチ（ポテンショメータ付）
エンコーダ

E-71を参照

M02～37
P60、90
M02B～37B
P60B、90B
GM011～222
GP601、901
GM011B～222B
GP601B、901B

モータ付
モータ付
ブレーキモータ付
ブレーキモータ付
ギヤードモータ付
ギヤードモータ付
ギヤードモータ（ブレーキ）
ギヤードモータ（ブレーキ）

なし
K

スクリュの回り止めなし
スクリュの回り止め付

なし
J

ジャバラなし
ジャバラ付

なし
C
S
F
P

ねじ軸同形
クレビスエンド
スクリュエンド
フランジエンド
プレンエンド

㎜表示

H
L
作動速度大
作動速度小

ねじ軸 

入力軸 
A

ねじ軸 

モータ及び 
ギヤモータ 

A（モータ付） B（モータ付） C1(モータ付）

C2(モータ付）

入力軸 

B C

呼び形式

機種 ねじ軸方向
記号 U D

標
準
形

ナ
ッ
ト
形

ト
ラ
ベ
リ
ン
グ

荷 
重 
方 
向 

移 
動 
方 
向 

入 
力 
軸 
回 
転 
方 
向 

押上型 

荷 
重 
方 
向 

移 
動 
方 
向 

入 
力 
軸 
回 
転 
方 
向 

引上型 

荷 
重 
方 
向 

移 
動 
方 
向 

入 
力 
軸 
回 
転 
方 
向 

押上型 

荷 
重 
方 
向 

移 
動 
方 
向 

入 
力 
軸 
回 
転 
方 
向 

引上型 

注）ギヤボックス付はE-72を参照
注）カウンタスイッチ付はE-95右下の

軸配置を参照
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呼び能力・減速比

台形ねじ ボールねじ

ギヤードモータ付 モータ付

機種 型番 

002 
005 
010 
025 
050 
075 
100 
150 
200 
250 
300 
400 
500 
750 
1000 
1250

2 
5 
10 
25 
50 
75 
100 
150 
200 
250 
300 
400 
500 
750 
1000 
1250

6  
6  
6  
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
8  
9.33 
10  
10  
9.67 
9.67 
10.33

18 
18 
18 
23 
23 
23 
23 
23 
23 
24 
28 
30 
30 
29 
29 
31

H L
押上型 呼び能力 

（kN） 

JA 
JTA 
JAS 
JAH

注）実速比HはLの1/3の値です。（H＝L÷3） 
注）JAS形は、型番025～100です。 
注）JAH形は、型番025～100です。 

機種 

JB 

JBH

JTB

型番 

005 
010 
025 
050 
075 
100 
150 
200 
250 
300 
400 
500 
750 
1000 
1250 
005 
010 
025 
050 
075 
100 
150 
200

5 
10 
25 
50 
75 
100 
150 
200 
250 
300 
400 
500 
750 
1000 
1250 

5 
10 
25 
50 
75 
100 
150 
200

6  
6  
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
8  
9.33 
10  
10  
9.67 
9.67 
10.33 
6  
6  
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67 
7.67

18 
18 
23 
23 
23 
23 
23 
23 
24 
28 
30 
30 
29 
29 
31 
18 
18 
23 
23 
23 
23 
23 
23

H L
押上型 呼び能力 

（kN） 

注）実速比HはLの1/3の値です。（H＝L÷3） 
注）JBH形は、型番025～200です。 

形式 モータ容量（kW） 減速比 
GM011 
GM012 
GM013 
GM020 
GM021 
GM022 
GM023 
GM040 
GM041 
GM042 
GM043 
GM070 
GM071 
GM072 
GM073 
GM150 
GM151 
GM152 
GM153 
GM220 
GM221 
GM222 
GP601 
GP901

0.1 
0.1 
0.1 
0.2 
0.2 
0.2 
0.2 
0.4 
0.4 
0.4 
0.4 
0.75 
0.75 
0.75 
0.75 
1.5 
1.5 
1.5 
1.5 
2.2 
2.2 
2.2 
60W 
90W

10 
20 
30 
5 
10 
20 
30 
5 
10 
20 
30 
5 
10 
20 
30 
5 
10 
20 
30 
5 
10 
20 
10 
10

形式 モータ容量（kW） 
M02 
M04 
M07 
M15 
M22 
M37 
P60 
P90

0.2 
0.4 
0.75 
1.5 
2.2 
3.7 
60W 
90W



JA・JTA・JB・JTB
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型番選定

選定に必要な条件

選定に必要な確認条件

（1）荷重条件

押引力

取付方法

荷重の支持状態

（2）作動条件

所要ストローク

作動速度

入力軸回転速度

（3）使用条件

スクリュシャフトの回り止めの要否

駆動源

連結台数

（4）実稼働条件

据付姿勢

運転時姿勢

運転サイクル時間

使用頻度

注）、実稼働条件が決まっている場合は、注油栓・廃油

栓の位置の確認が必要です。その都度、ご照会下さ

い。

選定手順
（1）荷重条件

選定条件を明確にして、製品一覧表から該当する機種

を選びます。

（2）基本仕様から、作動荷重以上の呼び能力をもつ型番を

選定します。

（3）圧縮荷重が作用する場合は、許容軸方向荷重のグラフ

から、（2）項で選んだ型番の良否を判定します。

（4）許容作動荷重・速度線図からも同様に型番の良否を判

定します。

（5）所要動力（Pw）は次式から求めます。

Pw＝
W・V

＋
N・T1

60・ηJ 9550

Ｐw：所要動力（kW）

Ｗ：ジャッキ１台当りの荷重（kN）

Ｖ：作動速度（m/min）

Ｒ：減速比

η
Ｊ
：ジャッキの効率（小数）

Ｎ：入力軸回転速度（rpm）

Ｔ1：ジャッキの無負荷トルク（N･m）

作動速度

V＝
N・R

1000×Ｒ

R：ねじのピッチ（㎜）

Ｒ：減速比

（6）ジャッキを複数連動して使用する場合は、下表の伝達

効率ηｎを加味します。

Pw＝
n・W・V

＋
N・T1・n

60×η
Ｊ・ηｎ 9550

ｎ：ジャッキの台数

伝達効率 （ηn）

上記の計算式には、駆動用減速機、ギャボックス等の

効率や無負荷トルクは含まれていないので、E-9ページ

のシステム例の場合は、それ等を考慮して動力を求め

て下さい。

（7）所要入力軸トルクTを求め、この値が許容入力軸トルク

を越えない範囲で使用します。

T＝
9550・Pw’

（N・m）N

注）Pw'は、使用するモータの呼び動力(kw)です。

ジャッキ連動数 2台 3台 4台 n台

伝達効率ηn 0.94 0.91 0.88 0.97n

型　　番 

許容入力軸トルク 

００２ 

８ 

００５ 

１１ 

０１０ 

２５ 

０２５ 

３１ 

０５０ 

５２ 

０７５ 

９４ 

１００ 

１７７ 

１５０ 

３０１ 

２００ 

３１５ 

２５０ 

３１５ 

３００ 

５１３ 

４００ 

６７５ 

５００ 

９９３ 

７５０ 

２８４５ 

１０００ 

３９０４ 

１２５０ 

５３０３ 

注）ジャッキ運転時の入力軸トルクは、上記値を越えない範囲でご使用ください。 
※１kN・m＝１,０００N・m（≒１０２kgf・m） 

：N・m
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選定例
下図の傾動装置で、ジャッキ2台を使用し、ストローク300㎜を約1分で上昇させたい、ジャッキ型番は?但しジャッキ１台に

作用する荷重は30kN、又ジャッキはセルフロックが必要である。

（1）製品一覧表からJA型を選びます。

（2）JAの基本仕様（E-14）から、呼び能力50kNのJA050-H

を選びます。

（3）荷重速度線図（E-17）から、作動速度0.3m/min時の許容

作動荷重は50kNなのでOK。

（4）許容軸方向荷重（E-20）のグラフ2をみて
ηf＝1 L＝530

から、JA050の許容軸方向荷重は50kNなのでOK。

（5）作動速度V＝300mm/minから、入力軸回転速度Nは

Ｎ＝
1000×R・V

R

＝
1000×7.67×0.3

8

≒288（rpm）

R：スクリュのピッチ 8㎜　　R：減速比 7.67

Ｖ：作動速度 0.3m/min

（6）所要動力（Pw）は

Pw＝
n・W・V

＋
N・T1・n

60・ηＪ・ηｎ 9550

＝
2×30×0.3

＋
288×0.8×2

60×0.24×0.94 9550

≒1.38kW
ηＪ：ジャッキの効率0.24（JA性能表）

ηｎ：連結効率0.94（2台連結）

ｎ：連結台数2

T1：無負荷トルク0.8N･m

Ｎ：入力回転速度288rpm

（7）所要入力トルクTは

T＝9550×
Pw

＝
9550×1.38

Ｎ 288

＝45.7N･m＜52N･mなのでOK。

M
A
X
53
0

従来単位からSI単位への移行

1000kgf＝9800N＝9.8kN

100kgf・ｍ＝980N・ｍ＝0.98kN・m
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例1 省スペース

例2 均等配分

SW 
（エンコーダ） 

ジャッキ ジャッキ モーター付減速機 カウンタ軸 

例3 装置の中央部を有効利用

ジャッキ 

SW 
（エンコーダ） 

ギヤボックス付 
ジャッキ 

モータ付減速機 

ジャッキ 

ギヤボックス付 
ジャッキ 

カウンタ軸 

例4 動力の均等配分

SW 
（エンコーダ） 

ジャッキ 

ジャッキ 

ギヤボックス 

ジャッキ 

ジャッキ 

ギヤボックス 

カウンタ軸 モータ付減速機 

例5 省力

例6 均等配分

モータ 

ギヤボックス 

例7 装置の中央部を有効利用

ギヤボックス付 
ジャッキ 

ギヤードモータ 

例8 動力の均等配分

ギヤードモータ 

ギヤボックス 

システム例

ギヤボックス付 
ジャッキ 

モータ 

SW 
（エンコーダ） 

ジャッキ ジャッキ モータ カウンタ軸 



E-10

ジ
ャ
ッ
キ

標準取付

特殊取付（都度指示してください）

排油栓 

注油栓 

油面計 

排油栓 

注油栓 

油面計 

油面計 

排油栓 

油面計 

注油栓 

注油栓 

排油栓 

油面計 

排油栓 

注油栓 

油面計 油面計 

①天井取付 01タイプ

③入力軸が上になるとき 03タイプ ④入力軸が下になるとき 04タイプ

②入力軸が垂直になるとき 02タイプ

据付姿勢

UP

UP

UP

UP

UP
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スクリュジャッキのQ&A－1

ジャッキの許容荷重は、静止時と作動時
とは同じですか?

静止時荷重は作動時荷重よりも1.2～2倍許容でき

ます。

Q
A

押上形と押下形、引上形と引下形のように荷重方向
が変わっても許容荷重（呼び能力）は同じですか?

構造上、許容荷重は変わります。

各機種毎の「基本仕様」を参照して下さい。

Q
A

ねじ方向の据付けスペースを最少に
したいときは?

トラベリングナット形であれば、全長が短くて

済みます。

Q
A

スクリュシャフトが、台形ねじとボールねじとの相違点は?

台形ねじは自己保持（セルフロック）機能にすぐれ、落下防止などの安全性に優れています。

ボールねじは効率が良く、ねじのバックラッシも小さく出来ますが、自己保持機能は無く、割高になります。

Q
A

スクリュシャフトの回り止めはなぜ必要
ですか?

スクリュシャフトには、ウォームホイルと同じ

方向に回ろうとする力が働きます。（つれ回り）

ジャッキの内部でスクリュシャフトの回転力を止める機

構が「回り止め」です。

Q
A

ラク
 
ラク
 

1.2～2倍 
たくさんかつげる 

静 止 時  作 動 時  

許容荷重 型番200まで 
同許容荷重 

呼び能力 逆方向荷動 

スペースは 
少なくてすむよ 

トラベリングナット型 

クレビス 

つれ回り防止 
回り止めが 
必要です 

セルフロック機能 

ブレーキ 

台形ねじ ボールねじ 


